
３月１日～３月７日は予防接種週間です！
　新年度がもうすぐやって来ます。集団で生活するうえで、予防接種を受けておくことは、
感染症の発症率を下げたり、重症化を防ぐためにとても有効な手段です。定期接種を受けて
いない方は、新年度までに受けることをおすすめします。

予防接種の効果

☆　ご予約・お問い合わせ　☆
いなみ虹保育園・病後児保育室「レインボー」
　住所：兵庫県加古郡稲美町国安1256番地
　TEL：０７９－４９０－２０６４（専用電話）
　FAX：０７９－４９０－６６８２
＊詳しくは「いなみ虹保育園HP」「稲美町HP」をご覧ください。 編集：篠田

参照：厚生労働省Hp、三重県Ｈｐ，一般社団法人　加古川医師会Hp
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いなみ虹保育園病後児保育室

①感染症にかかりにくくなる
赤ちゃんが生まれながらに持っている抵抗力は、生後3か月

ごろから次第に弱くなり、自分自身で抵抗力をつけていかなく

てはなりません。予防接種の普及により、さまざまな感染症の

発生が減少し、それらに自然感染するリスクは軽減しました。

しかし、麻疹（はしか）や風疹のように流行する事例も多く、予

防接種を受けておくことが有効です。今年三重県では50名が

麻疹を発症しましたが、そのうち予防接種を十分に受けてい

ない、もしくは予防接種歴が不明の方は９割に上りました。

②重症化を予防する
予防接種を受けると、もし発症しても症状が軽いというメリットもあります。いなみ虹保育園で

の調査では、インフルエンザの予防接種を受けた方25名のうち、罹患した方は4名でしたが、

38度以上の高熱が出た日数は、半日～2日程度であり、けいれんや肺炎などの合併症の発

症はゼロでした。

③他者への感染を防止する
紀元前から死に至る病として恐れられてきた天然痘。日本では、第二次世界大戦後に

18000人の流行がありましたが、緊急接種により沈静化し、10年後の1956年以降は国内で

の発症はなくなりました。 1980年にはWHOより世界根絶宣言が出され、現在世界での発生

数はゼロです。このように、多くの人が予防接種を受けることで流行を妨げ、究極的にはそ

の疾患を根絶させることも可能となります。

副反応の可能性がゼロとは言えませんが、現在広く行われている予防接種

は極めて安全性が高いものです。極めてまれな重い副反応のことを考えて

予防接種を受けないより、接種を受けてその疾患にかからないようにした方

が、はるかに個人の健康・命を守ることに有用です。

14%

58%

18%

10%

三重県：麻疹陽性者の

予防接種歴（2/24現在）

不明

無し１回

のみ

２回


